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(57)【要約】
【課題】医用情報管理システムにおいて、医用機器の操
作者が正確に効率よく検査・治療を行なうことができる
医用情報管理システムを提供すること。
【解決手段】医用情報管理システムは、対象患者の患者
情報を入力する入力装置２４と、インターフェース部４
４を介して、患者情報に対応する予約情報に含まれる医
用機器１３を類型化する属性情報から医用機器１３Ｂ固
有の識別情報を特定可能にする患者・予約情報／医用機
器識別情報選択部４５と、特定された識別情報に相当す
る医用機器１３Ｂに、患者情報及び予約情報を含むＭＷ
Ｍ情報を送信するＭＷＭ情報送信部４９と、を有する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
対象患者の患者情報を入力する入力手段と、
前記患者情報に対応する予約情報に含まれる医用機器を類型化する属性情報から、医用機
器固有の識別情報を特定可能にする選択手段と、
特定された前記識別情報に相当する医用機器に、前記患者情報及び前記予約情報を含むワ
ークリスト情報を送信するワークリスト情報送信手段と、
を有することを特徴とする医用情報管理システム。
【請求項２】
前記識別情報に相当する医用機器に対してトリガ情報を送信するトリガ情報送信手段をさ
らに有し、前記ワークリスト情報送信手段は、前記識別情報に相当する医用機器から前記
トリガ情報に対する応答が受信される場合にのみ、前記識別情報に相当する医用機器に前
記ワークリスト情報を送信する構成とすることを特徴とする請求項１に記載の医用情報管
理システム。
【請求項３】
複数の予約日時の予約情報の中から所要予約日時の予約情報を取得すると共に、前記所要
予約日時の予約情報に対応する患者情報を取得する取得手段をさらに有し、前記入力手段
は、前記所要予約日時の予約情報に対応する患者情報の中から選択される前記対象患者の
患者情報を入力する構成とすることを特徴とする請求項１又は２に記載の医用情報管理シ
ステム。
【請求項４】
前記所要予約日時の予約情報と、その予約情報に対応する患者情報とを、ＤＩＣＯＭ（ｄ
ｉｇｉｔａｌ　ｉｍａｇｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　ｍｅｄ
ｉｃｉｎｅ）通信でＲＩＳ（ｒａｄｉｏｌｏｇｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅ
ｍ）サーバから取得する構成とすることを特徴とする請求項３に記載の医用情報管理シス
テム。
【請求項５】
前記識別情報に相当する医用機器に、
前記トリガ情報を受信する手段と、
前記トリガ情報に対して応答する手段と、
前記ワークリスト情報を受信して表示する手段と、
を有することを特徴とする請求項２乃至４のうちいずれか一項に記載の医用情報管理シス
テム。
【請求項６】
前記トリガ情報の送信と、前記トリガ情報に対する応答の受信とを、ソケット通信で行な
う構成とすることを特徴とする請求項２乃至５のうちいずれか一項に記載の医用情報管理
システム。
【請求項７】
前記選択手段を介して医用機器群に関する前記識別情報が選択される場合、前記トリガ情
報送信手段は、前記医用機器群に対して前記トリガ情報をそれぞれ送信し、前記ワークリ
スト情報送信手段は、前記医用機器群から前記トリガ情報に対する応答がそれぞれ受信さ
れる場合に、前記医用機器群に前記ワークリスト情報をそれぞれ送信する構成とすること
を特徴とする請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載の医用情報管理システム。
【請求項８】
前記医用機器を、画像診断装置又は治療装置とする構成とすることを特徴とする請求項１
乃至７のうちいずれか一項に記載の医用情報管理システム。
【請求項９】
前記ワークリスト情報を、ＭＷＭ（ｍｏｄａｌｉｔｙ　ｗｏｒｋｌｉｓｔ　ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ）とする構成とすることを特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか一項に記載
の医用情報管理システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、診断結果より依頼された検査を行なう際、予約情報を保管・表示する装置と
撮影を行なう装置の検査取得・表示・送信する技術に係り、検査室に患者が到着して撮影
準備を行なう際に使用される医用情報管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　院内の各装置をＬＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）等のネットワークで
接続し情報の送受信を行なうことによる病院全体の情報システム化が進んでいる。システ
ムの中で、放射線科情報システム（ＲＩＳ：ｒａｄｉｏｌｏｇｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｓｙｓｔｅｍ）は、予約情報及び検査・治療の実施情報の管理を行なっており、ある
患者の検査・治療を行なった医用機器情報の履歴を記憶・管理している。
【０００３】
　ＲＩＳクライアントは、ＲＩＳクライアントが管理する医用機器のものであって、所定
予約日に相当する全ての予約情報及び患者情報をＲＩＳサーバから取得し、取得される予
約情報及び患者情報を基に所定予約日に対応するリスト（一覧）を生成して表示する。そ
して、操作者によってＲＩＳクライアントに、訪れた検査・治療の対象患者の患者情報が
入力され、リストから対象患者に関する予約情報及び患者情報のみが選択される。
【０００４】
　また、医用機器では、ＲＩＳクライアント側から訪れた対象患者の患者情報をキーとし
てＲＩＳクライアントにＭＷＭ（ｍｏｄａｌｉｔｙ　ｗｏｒｋｌｉｓｔ　ｍａｎａｇｅｍ
ｅｎｔ）情報の要求を行なって、取得されるＭＷＭ情報を表示している。
【０００５】
　なお、本発明に関連する技術として、以下に示す特許文献が挙げられる。
【特許文献１】特開２００６－２８５３７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、医用機器の操作者は、ＭＷＭ情報を表示するために、少なくとも対象患
者の患者情報を医用機器に入力する必要がある。又は、医用機器の操作者は、ＭＷＭ情報
を表示するために、表示される所定予定日のリストの中から、少なくとも対象患者の患者
情報を選択する必要があり、操作者の作業性に問題があると共に、入力ミスの可能性もあ
る。
【０００７】
　また、医用機器によって対象患者の患者情報をリストから選択する場合、既に終了した
検査・治療であっても医用機器では、所定予定日のリスト中に、終了した検査・治療に関
する患者情報が含まれ表示されることになるので、対象患者の患者情報の選択に手間がか
かる。
【０００８】
　さらに、予約情報には医用機器を類型化した属性情報しか持たないので、同一の属性情
報に含まれる第１の医用機器と第２の医用機器とからＭＷＭ情報の要求が行なわれると、
対象患者に関する１つのＭＷＭ情報が２つの医用機器に提供されることになる。よって、
対象患者の検査・治療で実際に用いられる第１の医用機器と、用いられない第２の医用機
器とにＭＷＭ情報がそれぞれ表示されることになり、第２の医用機器側のＭＷＭ情報の表
示は無駄となる。
【０００９】
　本発明は、このような事情を考慮してなされたもので、医用機器の操作者が正確に効率
よく検査・治療を行なうことができる医用情報管理システムを提供することを目的とする
。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る医用情報管理システムは、上述した課題を解決するために、対象患者の患
者情報を入力する入力手段と、前記患者情報に対応する予約情報に含まれる医用機器を類
型化する属性情報から、医用機器固有の識別情報を特定可能にする選択手段と、特定され
た前記識別情報に相当する医用機器に、前記患者情報及び前記予約情報を含むワークリス
ト情報を送信するワークリスト情報送信手段と、を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る医用情報管理システムによると、医用機器の操作者が正確に効率よく検査
・治療を行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明に係る医用情報管理システムの実施形態について、添付図面を参照して説明する
。
【００１３】
　図１は、本実施形態の医用情報管理システムの構成を示す概略図である。
【００１４】
　図１は、本実施形態の医用情報管理システム１０を示し、その医用情報管理システム１
０は、概して、ＲＩＳサーバ１１、ＲＩＳクライアント１２及び医用機器１３（例えば、
第１のＸ線ＣＴ（ｃｏｍｐｕｔｅｒｉｚｅｄ　ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）装置１３Ａ及び第
２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂ）によって構成される。なお、医用機器１３としては、放射線画
像診断装置であるＸ線ＣＴ装置及びＸ線診断装置等に加え、非放射線画像診断装置である
ＭＲＩ（ｍａｇｎｅｔｉｃ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　ｉｍａｇｉｎｇ）装置及び超音波診断
装置等を含む場合もある。また、医用機器１３には、画像診断装置の他に、予約情報を基
に動作する放射線治療装置等の治療装置等も含まれる。ＲＩＳサーバ１１、ＲＩＳクライ
アント１２及び医用機器１３は、それぞれコンピュータによって構成され、病院基幹のＬ
ＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）等のネットワークＮにより相互通信可能
に接続されている。
【００１５】
　また、ＲＩＳクライアント１２及びＲＩＳクライアント１２によって動作管理される第
１のＸ線ＣＴ装置１３Ａは検査室Ａに、ＲＩＳクライアント１２によって動作管理される
第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂは検査室Ｂにそれぞれ設置されている。
【００１６】
　ＲＩＳサーバ１１は、主に放射線機器による検査及び治療の予約から検査結果までの管
理を行なうシステムである。ＲＩＳサーバ１１は、患者情報や予約情報（検査予約情報及
び治療予約情報）等の内容を図示しないＨＩＳ（ｈｏｓｐｉｔａｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ）から取得して蓄積する。通常、ＲＩＳサーバ１１は、ＤＩＣＯＭ（
ｄｉｇｉｔａｌ　ｉｍａｇｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　ｍｅ
ｄｉｃｉｎｅ）仕様のワークリストサーバとして中心的な役割を有する。
【００１７】
　図２は、ＲＩＳクライアント１２のハードウェア構成の一例を示す図である。
【００１８】
　図２は、ＲＩＳクライアント１２のハードウェア構成例を示し、そのＲＩＳクライアン
ト１２は、大きくは、制御装置としてのＣＰＵ（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　ｕｎｉｔ）２１、メモリ２２、ＨＤ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｃ）２３、入力装置２４、表示
装置２５、記録媒体用ドライブ２６及びＩＦ（ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）２７等の基本的なハ
ードウェアから構成される。ＣＰＵ２１は、共通信号伝送路としてのバスＢを介して、Ｒ
ＩＳクライアント１２をそれぞれ構成する各ハードウェア構成要素に相互接続されている
。なお、ＲＩＳサーバ１１及び医用機器１３についても、ＲＩＳクライアント１２のハー
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ドウェア構成と同様の構成をもつものとする。
【００１９】
　ＣＰＵ２１は、半導体で構成された電子回路が複数の端子を持つパッケージに封入され
ている集積回路（ＬＳＩ）の構成をもつ制御装置である。ＣＰＵ２１は、メモリ２２に記
憶しているプログラムを実行する。又は、ＣＰＵ２１は、ＨＤ２３に記憶しているプログ
ラム、ネットワークＮａから転送されＩＦ２７で受信されてＨＤ２３にインストールされ
たプログラム等をメモリ２２にロードして実行する機能を有する。
【００２０】
　メモリ２２は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）及びＲＡＭ（ｒａｎｄｏ
ｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）等の要素を兼ね備える構成をもつ記憶装置である。メ
モリ２２は、ＩＰＬ（ｉｎｉｔｉａｌ　ｐｒｏｇｒａｍ　ｌｏａｄｉｎｇ）、ＢＩＯＳ（
ｂａｓｉｃ　ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ　ｓｙｓｔｅｍ）及びデータを記憶したり、ＣＰ
Ｕ２１のワークメモリやデータの一時的な記憶に用いたりする機能を有する。
【００２１】
　ＨＤ２３は、磁性体を塗布又は蒸着した金属のディスクが読み取り装置（図示しない）
に着脱不能で内蔵されている構成をもつ記憶装置である。ＨＤ２３は、ＲＩＳクライアン
ト１２にインストールされたプログラム（アプリケーションプログラムの他、ＯＳ（ｏｐ
ｅｒａｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）等も含まれる）を記憶する機能を有する。
【００２２】
　入力装置２４は、操作者によって操作が可能なキーボード及びマウス等のポインティン
グデバイスによって構成される。
【００２３】
　表示装置２５は、ＣＲＴ（ｃａｔｈｏｄｅ　ｒａｙ　ｔｕｂｅ）や液晶ディスプレイ等
によって構成される。
【００２４】
　記録媒体用ドライブ２６は、可搬型の記録媒体（メディア）の着脱が可能となっている
構成をもつ。記録媒体用ドライブ２６は、記録媒体に記録されたデータ（プログラムを含
む）を読み出してバスＢ上に出力し、また、バスＢを介して供給されるデータを記録媒体
に書き込む機能を有する。記録媒体としては、例えば、ＦＤ（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｄｉｓ
ｋ）、ＣＤ－ＲＯＭ（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ－ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）
、ＣＤ－Ｒ（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｋ　ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）、ＣＤ－ＲＷ（ｃｏｍ
ｐａｃｔ　ｄｉｓｋ　ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ）、ＭＯ（ｍａｇｎｅｔｏ　ｏｐｔｉｃａｌ
）ディスク、ＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）、ＤＶＤ－Ｒ（
ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋ－ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）及び磁気ディ
スク等が挙げられる。
【００２５】
　ＩＦ２７は、パラレル接続仕様やシリアル接続仕様に合わせたコネクタによって構成さ
れる。ＩＦ２７は、各規格に応じた通信制御を行なう機能を有している。これにより、Ｒ
ＩＳクライアント１２をネットワークＮに接続させる。
【００２６】
　図３は、本実施形態の医用情報管理システム１０の機能を示すブロック図である。
【００２７】
　図１に示すＲＩＳサーバ１１は、自身に設ける図示しないＣＰＵがプログラムを実行す
ることによって、患者・予約情報管理部３１及び医用機器属性情報管理部３２として機能
する。また、ＲＩＳクライアント１２は、図２に示すＣＰＵ２１がプログラムを実行する
ことによって、患者・予約情報検索部４１、患者・予約情報リスト生成部４２、医用機器
属性情報検索部４３、インターフェース部４４、患者・予約情報／医用機器識別情報選択
部４５、ＭＷＭトリガ情報送信部４６、ＭＷＭ情報要求受信部４７、ＭＷＭ情報生成部４
８及びＭＷＭ情報送信部４９として機能する。さらに、第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂは、自
身に設けるＣＰＵがプログラムを実行することによって、ＭＷＭトリガ情報受信部５１、
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ＭＷＭ情報要求送信部５２、ＭＷＭ情報受信部５３及びＭＷＭ情報表示制御部５４として
機能する。なお、図示しないが、第１のＸ線ＣＴ装置１３Ａの機能も第２のＸ線ＣＴ装置
１３Ｂの機能と同様とする。
【００２８】
　患者・予約情報管理部３１は、ＨＩＳ（図示しない）から送られる患者を識別する患者
ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、患者名、性別及び生年月日等の情報によって形
成される患者情報ＤＢ（ｄａｔａｂａｓｅ）を管理（登録・検索）する機能と、ＨＩＳ（
図示しない）から送られる検査及び治療等の予約情報（病院が保有する全ての医用機器を
類型化した医用機器属性情報（Ｘ線ＣＴ装置、Ｘ線診断装置、…）及び予約日時情報等）
によって形成される予約情報ＤＢを管理する機能とを有する。
【００２９】
　医用機器属性情報管理部３２は、医用機器属性情報によって形成される医用機器属性情
報ＤＢを管理する機能を有する。
【００３０】
　患者・予約情報検索部４１は、ＲＩＳサーバ１１の患者・予約情報管理部３１によって
管理される患者情報ＤＢ及び予約情報ＤＢの中からＤＩＣＯＭ通信で、ＲＩＳクライアン
ト１２が管理するＸ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに関する患者・予約情報を検索・取得する
機能と、取得される患者・予約情報を患者・予約情報リスト生成部４２に出力する機能と
を有する。例えば、患者・予約情報検索部４１は、Ｗｅｂ上で、ＲＩＳクライアント１２
によって管理されるＸ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに関し、ある予約日に相当する全ての患
者・予約情報を検索・取得する。
【００３１】
　患者・予約情報リスト生成部４２は、患者・予約情報検索部４１から出力される患者・
予約情報を基に患者・予約情報リストを生成する機能を有する。例えば、患者・予約情報
リスト生成部４２は、患者・予約情報検索部４１から出力される患者・予約情報を基に、
ある予約日に関する患者・予約情報リストを生成する
　医用機器属性情報検索部４３は、ＲＩＳサーバ１１の医用機器属性情報管理部３２によ
って管理される医用機器属性情報ＤＢの中からＤＩＣＯＭ通信で、ＲＩＳクライアント１
２が管理するＸ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに関する医用機器属性情報を検索・取得する機
能を有する。
【００３２】
　インターフェース部４４は、ＧＵＩ（ｇｒａｐｈｉｃａｌ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａ
ｃｅ）等のインターフェースである。ＧＵＩは、表示装置２５への予約情報リスト及び医
用機器属性情報の表示にグラフィックを多用し、また、基礎的な操作を入力装置２４によ
って行なうことができる。
【００３３】
　患者・予約情報／医用機器識別情報選択部４５は、インターフェース部４４を介して、
表示装置２５に表示される予約情報リストの中から、入力装置２４を用いて操作者によっ
て入力される、検査室Ａに到着した対象患者に関する予約情報を特定可能にする機能を有
する。また、患者・予約情報／医用機器識別情報選択部４５は、インターフェース部４４
を介して、表示装置２５に表示されるＸ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに関する医用機器属性
情報の中からＤＩＣＯＭ通信で、入力装置２４を用いて操作者によって入力される対象患
者に適する第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂ固有の医用機器識別情報（ＩＰ（ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）アドレス、ポート番号及びＡＥ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）タイトル）を特定可能にする機能を有する。
【００３４】
　ＭＷＭトリガ情報送信部４６は、入力装置２４を用いる操作者による入力を基に、ＭＷ
Ｍの指令としてのＭＷＭトリガ情報を生成し、患者・予約情報／医用機器識別情報選択部
４５によって選択される医用機器識別情報に対応する第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂに、ソケ
ット通信でＭＷＭトリガ情報を送信する機能とを有する。ここで、ＭＷＭトリガ情報の一
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例を図４に示す。
【００３５】
　また、図３に示すＭＷＭトリガ情報受信部５１は、ＭＷＭトリガ情報送信部４６からＭ
ＷＭトリガ情報を受信し、そのＭＷＭトリガ情報の送信元であるＲＩＳクライアント１２
の情報をＭＷＭ情報要求送信部５２に出力する機能を有する。
【００３６】
　ＭＷＭ情報要求送信部５２は、ＭＷＭトリガ情報受信部５１から出力されるＭＷＭトリ
ガ情報の送信元であるＲＩＳクライアント１２にＭＷＭ情報の要求を行なう機能を有する
。ここで、ＭＷＭ情報の要求情報の一例を図５に示す。
【００３７】
　また、図３に示すＭＷＭ情報要求受信部４７は、ＭＷＭ情報要求送信部５２からＭＷＭ
情報の要求を受信し、受信したことをＭＷＭ情報生成部４８に出力する機能を有する。
【００３８】
　ＭＷＭ情報生成部４８は、ＭＷＭ情報要求受信部４７によってＭＷＭ情報の要求を受信
したタイミングで、患者・予約情報／医用機器識別情報選択部４５から対象患者に関する
予約情報を取得し、取得される予約情報を基にＭＷＭ情報を生成する機能と、生成される
ＭＷＭ情報をＭＷＭ情報送信部４９に出力する機能とを有する。ここで、ＭＷＭ情報の一
例を図６に示す。
【００３９】
　また、図３に示すＭＷＭ情報送信部４９は、ＭＷＭ情報生成部４８からのＭＷＭ情報を
ＭＷＭ情報の要求元である第２のＸ線ＣＴ装置１３ＢのＭＷＭ情報受信部５３に送信する
機能を有する。
【００４０】
　ＭＷＭ情報受信部５３は、ＭＷＭ情報送信部４９からのＭＷＭ情報を受信し、受信され
るＭＷＭ情報をＭＷＭ情報表示制御部５４に出力する機能を有する。
【００４１】
　ＭＷＭ情報表示制御部５４は、ＭＷＭ情報受信部５３からのＭＷＭ情報を表示装置に表
示させる機能を有する。
【００４２】
　なお、患者・予約情報／医用機器識別情報選択部４５は、異なる属性情報を有する２以
上の医用機器１３や、同一の属性情報を有する２以上の医用機器１３、例えばＸ線ＣＴ装
置１３Ａ，１３Ｂの識別情報の両方を選択することもできる。その場合、トリガ情報送信
部４６は、選択される識別情報に相当するＸ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに対してトリガ情
報をそれぞれ送信する。そして、Ｘ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂからトリガ情報に対する応
答がそれぞれ受信される場合、ＭＷＭ情報送信部４９は、Ｘ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂの
両方にＭＷＭ情報をそれぞれ送信する。このような構成とすることで、同一の検査・治療
を、複数の医用機器１３によって実施させることも可能である。
【００４３】
　続いて、本実施形態の医用情報管理システム１０の動作について、図７に示すフローチ
ャートを用いて説明する。
【００４４】
　ＲＩＳサーバ１１の患者情報ＤＢには患者情報が、予約情報ＤＢには予約情報が、また
、医用機器属性情報ＤＢには医用機器属性情報がそれぞれ登録されている。
【００４５】
　次いで、ＲＩＳクライアント１２は、ＲＩＳサーバ１１によって管理される患者情報Ｄ
Ｂ及び予約情報ＤＢの中から、ＲＩＳクライアント１２が管理するＸ線ＣＴ装置１３Ａ，
１３Ｂに関する患者・予約情報を検索・取得し、その患者・予約情報を表示装置２５に表
示する（ステップＳ１）。例えば、ＲＩＳクライアント１２は、自身が動作管理するＸ線
ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに関し、ある予約日に相当する患者・予約情報を検索・取得する
。
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【００４６】
　一方、ＲＩＳクライアント１２は、ＲＩＳサーバ１１によって管理される医用機器属性
情報ＤＢの中から、自身が管理するＸ線ＣＴ装置１３Ａ，１３Ｂに関する医用機器属性情
報を検索・取得し、その医用機器属性情報を表示装置２５に表示する（ステップＳ２）。
【００４７】
　検査室Ａに対象患者が到着すると、ＲＩＳクライアント１２は、ステップＳ１によって
表示装置２５に表示される予約情報の中からＤＩＣＯＭ通信で、入力装置２４を用いて操
作者によって入力される対象患者に関する予約情報を選択する（ステップＳ３）。また、
ＲＩＳクライアント１２は、ステップＳ２によって表示装置２５に表示されるＸ線ＣＴ装
置１３Ａ，１３Ｂに関する医用機器属性情報の中からＤＩＣＯＭ通信で、入力装置２４を
用いて操作者によって入力される対象患者に適する第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂに関する医
用機器識別情報を選択する（ステップＳ４）。
【００４８】
　次いで、ＲＩＳクライアント１２は、ＭＷＭの指令としてのＭＷＭトリガ情報を生成し
、ステップＳ４によって選択される医用機器識別情報に対応する第２のＸ線ＣＴ装置１３
Ｂにソケット通信でＭＷＭトリガ情報を送信する（ステップＳ５）。
【００４９】
　第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂは、ＲＩＳクライアント１２からＭＷＭトリガ情報を受信し
（ステップＳ６）、そのＭＷＭトリガ情報の送信元であるＲＩＳクライアント１２にＭＷ
Ｍ情報の要求を行なう（ステップＳ７）。
【００５０】
　次いで、ＲＩＳクライアント１２は、第２のＸ線ＣＴ装置１３ＢからＭＷＭ情報の要求
を受信したタイミングで、対象患者に関する予約情報を取得し、取得される予約情報を基
にＭＷＭ情報を生成し（ステップＳ８）、ＭＷＭ情報をＭＷＭ情報の要求元である第２の
Ｘ線ＣＴ装置１３Ｂに送信する（ステップＳ９）。また、操作者は、対象患者に第２のＸ
線ＣＴ装置１３Ｂが設置される検査室Ｂまで行くように指示する。
【００５１】
　次いで、医用機器１３は、ＲＩＳクライアント１２からのＭＷＭ情報を受信し、受信さ
れるＭＷＭ情報を表示装置に表示させる（ステップＳ１０）。
【００５２】
　本実施形態の医用情報管理システム１０によると、検査又は治療を行なう第２のＸ線Ｃ
Ｔ装置１３Ｂ側で第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂの識別情報の入力や、対象患者の患者情報の
入力又は選択を行なう手間が省けるので、第２のＸ線ＣＴ装置１３Ｂの操作者が正確に効
率よく検査を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本実施形態の医用情報管理システムの構成を示す概略図。
【図２】ＲＩＳクライアントのハードウェア構成の一例を示す図。
【図３】本実施形態の医用情報管理システムの機能を示すブロック図。
【図４】ＭＷＭトリガ情報の一例を示す図。
【図５】ＭＷＭ情報の要求情報の一例を示す図。
【図６】ＭＷＭ情報の一例を示す図。
【図７】本実施形態の医用情報管理システムの動作を示すフローチャート。
【符号の説明】
【００５４】
１０　医用情報管理システム
１１　ＲＩＳサーバ
１２　ＲＩＳクライアント
１３　医用機器
２４　入力装置
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２５　表示装置
３１　患者・予約情報管理部
３２　医用機器属性情報管理部
４１　患者・予約情報検索部
４２　患者・予約情報リスト生成部
４３　医用機器属性情報検索部
４４　インターフェース部
４５　患者・予約情報／医用機器識別情報選択部
４６　ＭＷＭトリガ情報送信部
４７　ＭＷＭ情報要求受信部
４８　ＭＷＭ情報検索部
４９　ＭＷＭ情報送信部
５１　ＭＷＭトリガ情報受信部
５２　ＭＷＭ情報要求送信部
５３　ＭＷＭ情報受信部
５４　ＭＷＭ情報表示制御部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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